
総
務
文
教
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　
　
11
月
11
日
～
13
日

◎
笹
川
信
子
、
○
小
林
　
誠
、
佐
藤
和
雄
、
下
村
喜
作
、
阿
部
銀
次
郎
、
杉
井
　
旬
、

横
山
一
雄
、
長
橋
一
弘

済
生
会
病
院
と
連
携

○
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
に
つ
い
て
（
群

馬
県
前
橋
市
）

　

前
橋
市
で
は
、
市
内
の
認
定
保
育
所
を
利

用
し
て
い
る
全
保
護
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

要
望
と
し
て
最
も
高
か
っ
た
も
の
が
病
児
・

病
後
児
保
育
で
あ
っ
た
た
め
、
実
施
に
向
け

検
討
を
行
う
中
で
済
生
会
前
橋
病
院
か
ら
実

施
し
て
も
ら
え
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
25
年

11
月
に
同
病
院
敷
地
内
に
病
児
・
病
後
児
保

育
施
設
「
お
ひ
さ
ま
の
家
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
１
日
の
定
員
は
４
人
で
、
生
後
８
週
間

か
ら
お
お
む
ね
９
歳
ま
で
の
市
内
の
児
童
ま

た
は
市
内
に
勤
務
先
を
有
す
る
保
護
者
の
児

童
を
対
象
に
受
け
入
れ
を
行
い
、
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

小
学
校
区
ご
と
に
防
災
会
連
絡
協
議

会
を
設
置

○
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
育
成
と
推
進
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
（
愛
知
県
豊
橋
市
）

　

豊
橋
市
で
は
、
災
害
時
の
共
助
、
自
助
の

重
要
性
と
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
中
、
地
域

に
よ
り
温
度
差
が
あ
り
、
自
主
防
災
組
織
を

充
分
機
能
さ
せ
る
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
育

成
の
た
め
、
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

を
平
成
20
年
度
か
ら
開
催
し
、自
主
防
災
リ
ー

ダ
ー
修
了
者
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講

座
、
自
主
防
災
活
動
推
進
大
会
の
開
催
、
防

災
士
の
受
験
者
に
受
講
料
の
補
助
を
行
う
な

ど
人
材
育
成
と
市
民
の
意
識
改
革
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
小
学
校
区
ご
と
に
校
区
防
災

会
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、自
治
会
、消
防
団
、

小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
各
種
団
体
が
参
加
し

て
、普
段
か
ら
協
議
を
行
う
な
ど
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

市
民
目
線
に
よ
る
施
設
の
再
整
備

○
公
共
施
設
の
再
整
備
お
よ
び
有
効
活
用
の

取
り
組
み
に
つ
い
て（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

　

藤
沢
市
で
は
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な

再
整
備
や
長
期
的
視
点
か
ら
の
改
修
計
画
、

維
持
管
理
計
画
な
ど
市
民
目
線
に
よ
る
検
証

を
行
う
た
め
、
平
成
20
年
11
月
に
基
礎
資
料

と
し
て
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
を

作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ
の
白
書
を
基

に
公
共
施
設
再
整
備
基
本
方
針
を
策
定
し
、

施
設
の
建
て
替
え
の
際
は
機
能
集
約
と
複
合

化
を
原
則
と
し
、
廃
止
も
含
め
て
地
域
住
民

に
よ
る
地
域
自
治
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て

郷
土
づ
く
り
推
進
会
議
の
体
制
が
作
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

○
ま
と
め

　

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

女
性
の
社
会
進
出
の
必
要
性
が
声
高
に
言

わ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
子
育
て
支
援
は

継
続
的
、
多
面
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
三
条
市
に
お
い
て
も
病
児
・

病
後
児
保
育
施
設
の
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

市
民
福
祉
常
任
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
５
日
～
７
日

◎
岡
田
竜
一
、
○
武
藤
元
美
、
久
住
久
俊
、
熊
倉　

均
、
森
山　

昭
、
河
原
井
拓
也
、

佐
藤
宗
司
、
野
崎
正
志

市
全
体
で
取
り
組
み
を

○
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て（
愛
知
県
安
城
市
）

　

人
口
増
加
の
比
例
以
上
に
、
ご
み
の
排
出

量
が
増
加
し
続
け
た
こ
と
で
焼
却
灰
の
処
理

や
埋
め
立
て
処
分
場
の
確
保
が
問
題
で
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
、
ご
み
減
量
推
進
市
民
活
動

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
全
面
カ
ラ
ー
印
刷
の
家

庭
ご
み
と
資
源
の
分
け
方
・
出
し
方
早
わ
か

り
ブ
ッ
ク
な
ど
を
作
り
、
市
民
に
対
す
る
地

道
な
啓
発
と
市
民
団
体
が
主
体
と
な
っ
た
ご

み
減
量
活
動
に
よ
り
、
当
初
の
目
標
で
あ
っ

た
ご
み
減
量
20
％
を
達
成
し
た
今
、
新
た
に

ご
み
減
量
30
％
を
掲
げ
て
努
力
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

生
涯
を
楽
し
く
過
ご
す

○
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て

（
愛
知
県
一
宮
市
）

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た
徘
徊
高
齢
者
家
族
支

援
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
な
ど
高
齢
者
の
た
め

の
独
自
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
お
り
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
シ
ル
バ
ー

世
代
の
就
労
の
場
の
確
保
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
商
店
街
の
活

性
化
を
目
的
と
し
た
ふ
れ
あ
い
の
場
を
核
と

し
て
、
高
齢
者
が
運
営
す
る
喫
茶
店
や
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
、
生
き
が
い
農
園
な
ど
の

取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

公
共
交
通
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

○
公
共
交
通
に
つ
い
て
（
富
山
県
富
山
市
）

　

利
用
者
の
減
少
が
続
い
て
い
た
市
街
地
の

鉄
道
を
、
公
設
民
営
の
考
え
方
を
導
入
し
日

本
初
の
本
格
的
Ｌ
Ｒ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
高
め
、
利
用
し
や
す
い

公
共
交
通
と
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
て
い
ま
し

た
。
交
通
事
業
者
と
連
携
し
た
「
お
で
か
け

定
期
券
」
事
業
は
、
市
内
各
地
か
ら
中
心
市

街
地
へ
行
く
際
の
利
用
料
金
を
１
回
1
0
0

円
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
高
齢
者
の
24
％
が
所

有
し
、
１
日
平
均
2
5
9
1
人
が
利
用
し
て

お
り
、
高
齢
者
の
外
出
機
会
の
創
出
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
等
に
寄
与
し
て
い
ま
し
た
。

○
ま
と
め

　

今
回
の
視
察
で
各
市
の
行
っ
て
い
る
取
り

組
み
を
学
び
、
ひ
と
つ
の
施
策
に
対
す
る
関

連
事
業
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
財
政
状
況

や
市
民
性
、
地
勢
的
環
境
を
考
慮
し
、
当
市

に
お
い
て
も
参
考
に
で
き
る
と
こ
ろ
は
取
り

入
れ
る
べ
く
努
力
を
し
、
人
口
減
少
、
高
齢

化
社
会
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら
の
三
条
市
の
発

展
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
５
日
～
７
日

◎
山
田
富
義
、
○
名
古
屋
豊
、
武
石
栄
二
、
野
嵜
久
雄
、
酒
井
　
健
、
坂
井
良
永
、

髙
坂
登
志
郎
、
伊
藤
得
三

対
策
完
了
地
区
で
は
浸
水
被
害
を
ほ

ぼ
解
消

○
静
岡
市
浸
水
対
策
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

（
静
岡
県
静
岡
市
）

　

静
岡
市
で
は
、
平
成
15
年
、
16
年
に
発
生

し
た
集
中
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
浸
水
被
害
を

受
け
、
浸
水
対
策
を
計
画
的
か
つ
重
点
的
に

推
進
す
る
た
め
、
平
成
18
年
２
月
に
静
岡
市

浸
水
対
策
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
。
河
川
・
下

水
道
の
排
水
施
設
増
強
、
雨
水
貯
留
浸
透
施

設
の
設
置
等
の
ハ
ー
ド
、
内
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
策
定
等
の
ソ
フ
ト
と
い
う
両
面
か
ら

総
合
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
視

察
直
前
の
台
風
18
号
上
陸
時
に
は
対
策
完
了

地
区
で
の
浸
水
被
害
が
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
て
い

る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

空
き
町
家
の
所
有
者
と
活
用
希
望
者

を
縁
結
び

○
歴
史
的
建
造
物
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

お
よ
び
町
家
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に

つ
い
て
（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）

　

近
江
八
幡
市

は
、
国
の
重
要

伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
て
い

る
旧
市
街
地
で

増
え
つ
つ
あ
る

空
き
町
家
の
所

有
者
と
活
用
希

望
者
と
を
結
び
つ
け
る
た
め
、
平
成
21
年
に
官

民
協
働
に
よ
る
お
う
み
は
ち
ま
ん
町
家
再
生

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
物

件
情
報
を
集
約
し
、
情
報
発
信
、
仲
介
等
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
６
軒
が
住
居
兼

店
舗
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

積
極
的
な
販
路
開
拓
で
植
木
産
地
と
し

て
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立

○
植
木
産
業
の
振
興
お
よ
び
川
口
緑
化
セ
ン

タ
ー
樹
里
安
に
つ
い
て（
埼
玉
県
川
口
市
）

　

植
木
産
地
と
し
て
名
高
い
安
行
地
区
を
擁

す
る
川
口
市
は
、
花
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い

わ
れ
る
国
際
園
芸
博
覧
会
へ
の
出
品
、
都
心

に
お
け
る
展
示
即
売
の
実
施
等
の
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
を
併
設
す
る
川
口
緑
化
セ
ン
タ
ー

樹
里
安
は
、
植
木
・
鉢
物
・
園
芸
資
材
等
、

約
7
5
0
種
、
３
万
点
を
扱
う
直
売
所
、
情

報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
隣
接
す
る

市
営
植
物
取
引
セ
ン
タ
ー
と
併
せ
て
充
実
し

た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

○
ま
と
め

　

内
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
当
市
で
も
喫
緊

の
課
題
と
し
て
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
静
岡
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
校
庭
で
の

一
時
貯
留
や
各
家
庭
に
お
け
る
貯
留
浸
透
施

設
設
置
へ
の
補
助
等
の
手
法
は
参
考
に
で
き

る
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
い
技
術
と
伝
統
を
守
る
だ
け
で

は
な
く
、
海
外
ま
で
視
野
を
広
げ
、
そ
の
土

地
、
そ
の
時
代
の
消
費
者
が
求
め
る
も
の
を

提
供
し
て
い
こ
う
と
い
う
川
口
市
の
積
極
的

な
姿
勢
は
、
他
の
分
野
に
お
い
て
も
共
通
し

て
必
要
な
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

前橋市　病児・病後児保育施設

川口市　
川口緑化センター樹里安

富山市　富山市役所

近江八幡市　町屋が建ち並ぶ旧市街地
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